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平成２６年度第１回契約監視委員会議事概要 

 

 

1.日 時  平成 26年 5 月 27 日（木） 13：30～16：30 

2.場 所  経済産業省別館２Ｆ 227 会議室 

3.出席者  加々美委員長、青山委員、手柴委員、大谷委員、伊東委員 

4.議 題 

（1）平成 26 年度産総研契約監視委員会開催日程 

（2）平成 25 年度の契約状況など報告 

（3）平成 26 年度契約監視委員会点検の案件抽出について 

（4）平成 25 年度契約個別点検 

5.議事概要 

議題（1）平成 26 年度産総研契約監視委員会開催日程 

・事務局から、資料１「平成 26 年度産総研契約監視委員会開催日程」について報告を行い、 

予定に沿って開催することの確認がされた。 

 

議題（2）平成２５年度の契約状況など報告 

・事務局から、資料２「平成２５年度の契約状況など報告」について報告を行った。 

なお、委員からの主な意見は次のとおり。 

○ 西事業所 SCR 棟における薬品類の包括契約について、平成 27 年度契約分から実施される 

とのことだが、当該取り組みに対する効果について検証を頂きたい。 

○ 独法評価委員会の中でも研究開発独法の特性を踏まえると規格や仕様が限定されるもの 

を調達するケースがあり、随意契約のあり方を検討すべきでないかという意見が挙がって 

いる。また、総務省で検討するという話もある。産総研からその特性について声を発した 

ほうが良い。 

 

議題（3）平成２６年度契約監視委員会点検の案件抽出について 

・事務局から、資料 3「平成 26 年度契約監視委員会点検の案件抽出について（案）」につい 

て説明を行い、了承され、点検を進めることとなった。 

 

議題（4）平成 25 年度契約個別点検 

 ・事務局から資料４「競争性のない随意契約のうち、「個別判断の案件」」11 件、資料５「競 

争性のない随意契約のうち、「新規案件」」21 件について説明を行った。その結果、特段の 

指摘はなかった。 

 

・事務局から資料６「一者応札・応募となった案件（一般競争：物品等購入：3000 万円以上）」 

26 件、資料７「一者応札・応募となった案件（調達品が多い製造メーカー上位案件）」37 

件について説明を行った。なお、委員からの主な意見は次のとおり。 
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    ○ 幾つかの機器等で構成された調達案件を一式として購入する場合、構成品毎の価格が 

分かるようにしておくことが必要ではないか。また、見積もり段階から明細を求めるべ 

きではないか。 

    ○ 要求仕様書を契約審査委員会で審査する際、「必要とする性能が最低限必要なものか」 

との視点で審査することは、複数者応札の可能性を高めるために重要である。引き続き 

複数応札の可能性を高められるよう審査頂きたい。 

 

 

 

以 上 


